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「 わたしの思う土しゃさいがい 」 
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休みの日おばあちゃんと、たまに山のぼりをします。 

前に山のぼりをした時に土しゃさいがいがあったあとを見ました。大きな岩がおちてたり、山ご

やがたおれたりしていました。はじめて山にのぼった時、大きな岩がみちのはしっこにならべてあ

ったからなんだろうと思いました。おばあちゃんに聞いたら、岩がおちて来てみちがふさがったか

らはしっこによせたんだよと教えてくれました。 

ほかにもみちのとちゅうに岩がおちて来るかもしれないからここで休けいしちゃだめとかんば

んに書いてありました。大きな岩がおちてきそうでこわかったです。 

また岩がおちて来ないようにボランティアの人たちがネットをはります。おばあちゃんは土しゃ

さいがいをふせぐための、ボランティアをしているからすごいと思いました。わたしもこまってる

人にボランティアをしてあげたいです。 

山のぼりをする人のあんぜんのために、いろいろなことをしてくれるからあんしんして山にのぼ

れます。だからわたしはボランティアの人たちにかんしゃしています。 

土しゃさいがいをじっさいちょくせつは見たことないけど、土がながれて家もいっしょにながれ

たり、うまったりするからとてもこわいです。 

土しゃさいがいにあった人のことをそうぞうするとまだやりたいことがたくさんあるのにしん

でしまうからかわいそうでたすけたいくらいです。 

また土しゃさいがいがおきないためには、木をたくさん生やしたらいいと思います。 

つぎに山のぼりするときには、土しゃさいがいがおきないために、どんなくふうがされているの

かたくさんかんさつしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


